

























1)就労版 Environmental Reward Observation Scaleの因子構造の検討
2)就労版 Environmental Reward Observation Scaleの信頼性の検討















1)HFPDD者と一般就労者の就労版Environmental Reward Observation Scaleの得点分布
2)HFPDD者と一般就労者の就労版Environmental Reward Observation Scaleの比較









































































で,3.4%が自閉症スペクトラム障害 (Autism Spectrum Disorder:ASD)も併存してい
ると診断され,また彼らを含め7.8%にASDの存在が疑われている (Fraser R,Cooton S,








ペルガー障害や特定不能のPDD群ではH%に及ぶと報告されている (Mouridsen SE,Rich B,









































いる。このうち,認知行動療法 (cognitive behavioral therapy:CBT)は心理教育,セル
フモニタリング,行動活性化,認知再構成といつた技法を用い, うつ病エピソー ドヘの治
療的介入や慢性期への治療的介入と再発予防に有効であることが実証的研究によつて明ら
かになっている (American Psychiatric Association,2000).近年,医療機関などでは
集団でのCBTも実施されており,個人CBTと同等の効果があることが報告され,抑うつ症
状の改善のみならず,社会的機能の改善にも効果があるとの結果が示されている (松永・































気分障害の併存,34%に抗うつ薬での治療歴があるというもの (Hofvander B,Delorme R,































































が立証されており (Cuijpers P,Dekker」,Hol10n S.D, Andersson C,2009),CBTは,①
うつ病エピソー ドヘの治療的介入,②慢性期への治療的介入と再発予防に有効であると実証




Nolen Hoeksema(1991)が提唱する反応スタイル理論 (Resoponse Styles Theory)力あ｀る。
反応スタイルとは,抑うつ気分に対する個人の反応型の個人差のことで,考え込み型反応 ,
気晴らし型反応,問題解決型反応,危険活動型反応がある.考え込み型反応は,抑うつ気分











な観点から2つの脳内動機づけシステムとして行動活性化システム (behavioral activa tion






































































































































































































































































































アンケー トは249名から回収し (回収率85%),就労版 EROSの回答について記入漏れや不備のあ
つた回答を除き,246名(男性 103名、女性 143名;平均年齢 41歳,範囲 19歳～71歳)を因
子分析の解析対象とした.構成概念妥当性の検討のために調査した就労版EROS以外の尺度の回
答について記入漏れや不備のある回答を除き,234名(男性 100名,女性 134名;平均年齢 40
歳,範囲 19歳～71歳)を単相関分析の解析対象とした.
Table l 日本語版 EROSの項目と就労場面の主観的報酬知覚尺度の項目
NO。     日本語版EROS質問項目 就労版 EROS
1 生活上の多くの活動が楽しい 職場での多くの活動が楽しい。
2 最近、私は経験した多くの出来事によって不 ここ3ヶ月の間に職場で経験した多くの出






5 他の人はもつと満ち足 りた生活を送ってい 他の人はもつと満ち足 りた職業生活を送つ
るように見える ているように見える。









10 私が行 う活動はたいてい好ましい結果にな 私が職場で行う活動はたいていうまくいく。
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4)調査内容























(D  Center for Epidemiologic Depression Scale(CES―D)
Radloff(1977)によつて作成 された CES―Dを島ら(1985)が邦訳 し,信頼′性と妥当性を確認 し
た日本語版 CES Dを使用 した.この尺度は20項目から構成された抑 うつ症状評価尺度である。
回答は4件法で実施 した .
()  State―Trait Anxiety lnventory(STAI)
Spielberger er al.(1970)によつて作成 されたSTAIを肥田野ら(2000)が邦訳 し,信頼性と





























ル 適合 度 が確 認 で きた (RblR=.04,GFI三.90,CFI=.85).
また,日本語版EROSについても最尤法による確認的因子分析を行つた。結果は先行研究同様 ,




















Table 2 就労版 Environmental Reward Observation Scaleの因子負荷量,項目合計相関
Factor  ltem―to al













0.75      0.61
0 67      0.61
0.77      0.65
0.59      0.51
0.25      0 26
0 57      0.50
0 35      0.34
0.48      0.46
0.56      0.52
0.47      0.47
*逆転項目
19





























































































7.  BAS D
8.  BAS RR
9.  BAS FS
1.00   0.64Ⅲ  …0.53** -0.51料
1.00  -0.66料 -0.68料
1.00   0.74**
1.00
-0.40Ⅲ O.19料
-0.40*キ  0 24Ⅲ
O.38料  -0.12
0.58**  -0.12
1.00    0.07
1.00
0.20料   0.19**   0.07
0 33**   0.22**   0.09
-0.19料 -0.17**  0 05
20**  -0.14*   0.01
-0.00   0 11    0.06
0.81料  0.83料  0.85料
1.00   0 53**  0 56**




27 02  28.03   10.15   41.08
4.47    4.43    8.16    10.48
19.17  37.52
4.01  6 2
15.50   10.93






















































































































































1)HFPDD者と一般就労者の就労版Environmental Reward Observation Scaleの得点分布
回答に不備があったデータを除き,一般就労者とHFPDD者の就労版EROS,CES―Dそれぞれ度
数分布表をFig.2～5に示す。また,一般就労者とHFPDD者の就労版EROSとCE卜Dの散布図を
Fig.6,7に示す.さらに,HFPDD者の就労版 EROSとCES―Dについて単相 関分析 を行 つた。その




0-9       10-19      20-29      30-39
就労版EROSの得点
Fig。2 -般就労者の就労版 EROSの度数分布
0‐9        10‐19       20‐29       30‐39
就労版EROSの得点





































0-9      10-19     20-29
-般就労者の CES―Dの度数分布












0‐9     10‐19    20‐29    30‐39    40‐49
CES‐Dの得点

















































































































































o                10               20
就労版EROS
Fig.6 -般就労者の就労版 EROSとGES―Dの散布図
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2682      4.73    0_32
18.95     1193   -5.93  ***
*ρ<05,**ρ<01,***ρ<_001
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1.19   1   1 19  0.06
33.49    1    33.49   1.66
77 66    1   77.66   3 84  *
6293 21  311    20.24
44 78    2   22 39   1 11
101.81    2   50.90  2.52



























































4 35    1
166.89    1
0.91  1
5353.94  273
23.15    2
236 33    2
5353.94  273
4.35  0.22




118 16  6.03  **
19.61
*ρ<.05,**ρ<.01,***ρ<.001





































































0_04  0 02
0 00  0 00
-0.34  0_16
0.00  0 01
0 00  0_00
2.57  0.39
-0 61  0 39
0 70  0_33
-0.06  0_38










































-0 02  0.02
-0_05  0 72
0.04  0. 2
0.00  0_ 1
2 58  0 97
0.74  0_97
-0 02  1_14
0 86  1 06
-0.19  0 0
Adujusted R246  ~ .62 Ⅲ*
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年  齢■現在、1何歳ですか?右のカッコ内に年齢をご記入ください。 )歳
□男性 □女性
□申学校:□高校 □高校(夜間 。単位制)日高校鮨信制)□専Fl学校 □大学
□大学院 |□そ
―の他       |
□既婚 □未婚
亘星の家族全てにZしてください。
□父 □1母 □夫・妻 □子 □兄姉弟妹 □その他(
別‐居の家族全てに□してください|
由交I Ell苺|口夫・妻 園子 □鬼姉弟妹 □その他(
家族 と同居 されている方への質問 :ここlヶ月の家族との生活は?1～4のいずれかにOをつけてください。
1           2            3           4






































































□個人 □民間企業 国公的機関 □学校 □医療法人 □社会福祉法人 □NPO法人
El150人未満|口:50-99人口100～"9人
□3oO～5991人口600～1000人I EliO∞:人以上
□専門的・技術的職業 □事務 □営業・販売 ロサービス ロ農林漁業 □輸送。運転
































役  職 :□経営者 □管理職 □中間管理職 □一般職員 ロパー ト・アルバイト
役職の満足度 :現在の役職に満足していますか?1～4のいずれかにOをつけてください。
1           2             3           4
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1日の勤務時間 (残業時間を除く)は (      )時間
■)時1間
時間 (    )分
)万円




|■  ■ 1  ● : | ‐■21●1■|  1   3        4   :|■‐
設問3.休日の過ごし方についてお伺いします。あてはまるもの全てに□をつけてください。
1誰1澤ギレ||すか―,:口‐父 =～||1韓準者1甲||ビも □友人・知人 □一人 || ‐■■■■■|‐
どこで過ごしますか :□自宅 □友人宅 □親戚宅 □公共施設 □商業施設 □海や川、山などの自然
どのように過ごしますか
'1国
家事 □育児 I El買い物 ロレジャー ロゲ■ム・PC □趣味
口運動 □睡眠■体息 □仕事 □その他   | ■  |
休日の外出の頻度は?:□ここlヶ月間に ( )回
月に1約 (:‐|‐ i
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また、 日付 1、ご記 入 くだ さい
調査に協力する  □












)歳年  齢 :現在、何歳ですか?右のカッコ内に年齢をご記入ください
□男性 □女性




□父 □母|‐Ell未1妻 □子 □兄姉弟妹 □その他(
別屋の家族全て11口してください。
日交 □母:白夫■妻 □子 口兄姉弟妹 □その他(
家族と同居されている方への質問 :ここlヶ月の家族との生活は?1
1            2






















































































|   |    |
□精神障害者保健福祉手帳 口療育手帳 □なし
職場に障害のことを、□伝えている □伝えていない
現在の職場で就労支援を、口利用した 国和1用しなかった   |
職場では障害のことを?1～4のいずれかにOをつけてください。
L            2              3














































産業種別 :□製造業 □農林漁業 □建設業 国電気・ガス:熱供給。水道 □情報通信業| 口運輸業
□卸売・小売業 ロサービス業 □医療 □福祉 □教育 □その他 (  | :‐ )
□個人 □民間企業 □公的機関 □学校 □医療法人 □社会福祉法人 □NPO法人
□50人未満 □50～99人口100～299人□300～599人口600～1000人口1000人以上
□専門的・技術的職業 □事務 □営業・販売 ロサービス ロ農林漁業 □輸送・運転





1            2
| | |  ‐ ■ |
役  職 :□経営者 □管理職 □中間管理職 □一般職員 ロパート・アルバイト
役職の満足度 :現在の役職の満足度は1211■4のいずれか10を,|ナてく|だ育い」‐|








































































現在の職場に務めたのは (       年   月    日)
□正社員鶴 員)□契約社員(常勤)El契約社員(非常勤)□1派遣社員|ロパ■ 卜●アルバイ ト
1日の勤務時間 (残業時間を除く)は (      )時間
月に約 (| |   )時FH5 ■|       ‐                __
約 (    )時間 (    )分
おおよそ ( )万円
□社会保険 □退職金 □社員旅行 □産体・育休 ロボーナス ロ時短勤務 □EAP
勤務条件の満足度:現在の勤務条件の満足度は?1～4のいずれかにOをつけてください。
3           4






























誰ど過ごしますか?:□父・母 □配偶者 □こども El友人1知人 □一人       |「|‐ |
どこで過ごしますか :□自宅 □友人宅 □親戚宅 □公共施設 □商業施設 □海や川、山などの自然
どのように過ごしますか?:国家事 □育児 日買い物 ロレジャ■| ロゲーム・PC □趣味 ● ::|
□運動 □睡眠 ,休息 □仕事 口そ:の他  :        ■: |
休日の外出の頻度は?:□ここlヶ月間に (      )回
1休●の1充実度 :ここlヶl月の体日の過ごし方の満足度は?1■i4のいずれかにOをつけてぐださt 3ヽ1
11     2     11 3
「





















































































家族 と同居されている方への質問 :ここlヶ月の家族 との生活は?
1            2              3
1    1    1
%全 てに甲してください。
|」奮募菫甚菫二1異‐|:二:計.11年|:`「サ|
|1 1 1   ■■■11■1111■■1  1■■ :|■|:■



































1           2            3           4
1   1   1   1
障害者手帳■日精神障害者保健福祉手帳 □療育手帳 □なし
障害の理解 :現在の就労移行支援事業所で自分の障害のことは?1～4のいずれかにOをつけてください。
1            2              3




































































作業種別 :□製造系 □農業系 □事務系 ロサービス系              「      |
作業内容の満足度 :現在の作業の内容に満足していますか?1～4のいずれかにOをつけてください。
1            2             3           4

































E15人未満 □5～10人 □11～15人 □16～20人 口20人以上      ■ |‐ ■‐■■
現在の就労移行支援事業所の利用を開始したのは (       年   月    日)
1日に約 (    | )時間   ■
約 (    )時間 (    )分
設問3.普段の休日の過ごし方についてお伺いします。あてはまるもの全てに□をつけてください。
誰と過ごしますか?:口父■母■日配偶者■口こどヽ 日友人|,知人 ロー 人‐■‐  ■|■■|| ‐||
どこで過ごしますか :□自宅 □友人宅 □親戚宅 □公共施設 □商業施設 □海や川、山などの自然
|どのように過ごしますか
':口
家事:口1育児 |□買い物| ロレジャ■■ロゲ■ム`Pc 口趣味■IEⅢ●彗|
□運動 □睡眠 `休息 ‐ ‐       ‐     ‐  .‐■■‐
休日の外出の頻度は?:□ここlヶ月間に (      )回
1日■琴度た111111体宇||||||||||||■1ヽ7111す1油|:01111111■?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
